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聖書：ヨハネの福音書19章23〜30節

説教：わたしは渇く


はじめに 
　主の苦しみと復活を覚える受難節を過ごしており
ます。この季節、主が十字架において私たちに教え
てくださったことについて振り返ります。今朝は二
つのことを考えてまいります。一つ目は、イエスが
母マリアのことを「女の方」と呼んだこと。二つ
目は、イエスが十字架で発せられた最後のことば
である「わたしは渇く」。 

１　「女の方」 
１）なぜ？ 
　そこでまずイエスが自分の母親を「女の方」と
呼んだことについて。26節。「イエスは、母とそ
ばに立っている愛する弟子を見て、母に「女の
方、ご覧なさい。あなたの息子です」と言われ
た。」母親と関係がギクシャクしている息子であ
れば、まるで他人のように「女の方」と呼ぶこと
もあるかもしれませんが、イエスの場合はそんな
ことは考えられません。それなのになぜ「女の
方」と呼ぶのか。皆さんも不思議に思うでしょ
う。また、そばに立っている「愛する弟子」につ
いてもそうです。これはこの福音書を書いたヨハネ
のことではないかと言われていますが、その彼を
「あなたの息子です」と言っています。もちろん彼
はマリアと血のつながりはありません。 

２）神としてさばきを受けられる 
　実は、イエスがマリアのことを「女の方」と呼
ぶのはこれが初めてではありません。イエスが宣
教を始めてまだ間もなかった頃のことです。結婚式
の披露宴を仕切っていたマリアはぶどう酒が足り
ないことに気がつき、困ってしまう。マリアがそ
のことをイエスに伝えると、イエスは「女の方、あ
なたはわたしと何の関係がありますか。わたしの
時はまだ来ていません」と答える。マリアはこの
ことばを聞いて戸惑います。でもマリアは忍耐強い
人ですから、「わたしの時」とはなんだろうか。
その日以来、ずっと考えていったと思うのです。そ
れがいま、十字架の上からイエスが再び「女の
方」と呼びかけてきた。これを聞いてマリアはす
べて了解しました。「わたしの時」とは、十字架
のことでだったのです。 
　「女の方」と言われたら、なんだか冷たいよう
に聞こえますが、決してそういうことではない。イ

エスは、マリアの息子として、もっと言えば一人の
人間として十字架におかかりなるのではないので
す。この方は、神として十字架に向かおうとされて
いる。十字架で神のひとり子が父なる神のさばき
を受けられる。そのことを端的に表しているのが、
「女の方」だったのです。 

２　わたしは渇く 
１）聖書が成就するために 
　その十字架でどのようなことが起きたのか。次
に28節を読みます。「それから、イエスはすべて
のことが完了したのを知ると、聖書が成就するた
めに、『わたしは渇く』と言われた。」「聖書が
成就するために」とありますが、これは詩篇69篇
21節のことを指しています。 
　そこにどんなことが書かれているのかを見る前
に、少し考えてみましょう。皆さんは「聖書が成
就するために」と聞いてどんなことを想像するで
しょうか。たとえば私はこんなふうに思ってしま
う。十字架という大舞台に立ったイエスは、あた
かも俳優のようにセリフを語る。そのセリフが詩
篇69篇。でもどうして詩篇なのでしょう。十字架
のことばとして選ばれたのですから、そこにはな
にか大きな意味があるはずです。 

２）父なる神に叫び続ける 
　では詩篇69篇にはなにが書かれていたのか。全
部は見ることができませんが、主だったところを
見ただけでおおよそつかむことができます。1節は
「神よ 私をお救いください。」から始まり、敵が
自分を囲んで嘲っているという内容が続き、20，
21節に至ります。「嘲りが私の心を打ち砕き、私
はひどく病んでいます。私が同情を求めても それ
はなく 慰める者たちを求めても 見つけられませ
ん。彼らは私の食べ物の代わりに 毒を与え私が渇
いたときには酢を飲ませました。」 
　これは十字架の場面そのものです。イエスが十字
架でなにをされていたのか詳しく書いてある。イエ
スは、父なる神に向けて叫び続けていました。私
たちは十字架と聞くと、釘に打たれた手や足が痛
くてつらかっただろうとすぐ考える。ところがこ
の詩篇にはそいうことばはほとんどない。代わり
にあるのが、「嘲りが私の心を打ち砕き」とか「同
情を求めてもそれはなく」というように、徹底的



にこの世の人たちからのけ者にされていった苦し
みです。そのようなところから救って下さいと父な
る神に叫び続けて疲れ果て、それで「わたしは渇
く」と言われた。 

３）父なる神に完全にゆだねる 
　この声を聞いていたローマ兵は、酸いぶどう酒
を海綿に含ませてイエスの口元に差し出します。酸
いぶどう酒には、痛みをやわらげる鎮静剤のよう
な効果があると言われることがあります。しかしい
ま見たとおりイエスは人々に捨てられたことを一
番苦しんでいた。もちろんからだの痛みはありま
したが、酸いぶどう酒で楽になりたいという思い
はありません。というのは、詩篇69篇にこうある
からです。「彼らは私の食べ物の代わりに、毒を与
え（た。）」酸いぶどう酒は、イエスをからかう
ために差し出されたものだったと読むべきでしょ
う。 
　このように、詩編に書かれていたことがすべて行
われたのをご覧になったイエスは最期に、「完了
した」と言われ、頭を垂れて霊を父なる神にお渡
しになり、この後のことはすべて父なる神にゆだ
ねます。 

３　イエスが示された信仰 
１）無力になられる 
　イエスはからだの不自由な者をいやし、息子を
亡くしたやもめを見つければ泣きながら駆け寄
り、その息子を生き返らせもしました。あるとき
は、五千人の人々が満腹するほどのパンを差し出
し、弟子たちの見ている前で湖の上を歩くことさ
えできました。人々からは大スターのように持ち
上げられ、この人は必ずイスラエルの王となって
自分たちを幸せにしてくれるに違いないと大いに期
待されました。 
　ところが、イエスがあっけないほど簡単に逮捕
され、裁判にかけられ、たった数時間のうちにみ
すぼらしいお姿になってしまう。弟子たちもこれ
には驚きました。この方に力があるからこそ従っ
てきたのです。イエスが何もできなくなったのな
ら、もう従う意味はない。いやそれどころか、お
前もイエスの仲間だろうと言われて殺されるかもし
れない。恐くなって逃げてしまいます。群衆も、つ
いさきほどまで「イスラエルの王」と言って喜んで
いたのに、急に手のひらを返すようにして、罵りと
蔑みと嘲りの声で叫びだします。 

２）イエスの祈り 

　この受難週の季節、私たちはイエスが十字架で
教えてくださったことがなんであったのかを思い起
こしたいと思います。イエスは十字架で痛みと苦し
みをぐっと我慢していただけ、ではありませんでし
た。詩篇69篇13，14節にこうあります。「しかし
私は 主よ あなたに祈ります。神よみこころの時に
あなたの豊かな恵みにより御救いのまことをもっ
て私に答えてください。私を泥沼から救い出し沈
まないようにしてください。私を憎む者どもから大
水の底から救い出してください。」 
　イエスは祈っていました。「私を憎む者ども」
とは罪のことであり、罪がもたらすところの死の
ことでもあります。この方は罪のない方ではありま
すが、私たちの罪を背負われたがゆえに罪人と同
じ姿になられました。そのために父なる神からさ
ばきを受け、死んで行かれます。主はそのような十
字架を忍ばれます。そのとき、「大水の底から、救
い出してください」と祈ります。いま自分は十字架
で死んでいくけれど、必ず死からよみがえらせてく
ださり、救って下さると信じて祈っておられまし
た。 

３）イエスの信仰のあとをたどる 
　ご自分が救われることだけを祈っていたので
しょうか。ご自分を十字架につけた人たちは滅ん
でしまえと憎んでいたのでしょうか。ここだけ読
めば、そのようにもとれます。しかしもし主が死か
らよみがえられなかったなら、私たちはどうなって
いたでしょう。主が三日目に死からよみがえられ
たからこそ、私たちは安心してこの方に私たちの歩
む道をゆだねることができる。「大水の底から、
救い出してください。」これはイエスが自分ひとり
のために祈りではない。むしろ主は、ご自分を捨
てた人々のため、つまり私たちのために祈ってい
たのでした。 
　まとめます。主は十字架で私たち二つのことを教
えてくださいました。一つ目。イエスが自分の母親
に「女の方」と言われたとき、人としてではなく
神のひとり子として十字架におつきになりまし
た。父なる神に立ってとりなすことは人間ではで
きないのです。神のひとり子にしかできないわざ
だったからです。 
　そして二つ目。主は人々から見捨てられることに
苦しみながら、父なる神が救って下さるのだとの
信仰を守り通し、信仰の模範となられました。た
とえ何もかも失って、死を目の前にしても、もし救



い主イエス・キリストを信じるならば、あなたも
主と同じように死からよみがえり、天の御国に迎
えられて安らぐことができる。そのことを信じ続け
なさい。 
　主はこのようにして、私たちが向かうべき天の御
国の入り口を十字架において示し、ここに来なさ
いと招いてくださいます。 


